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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　泥水加圧式の二工程推進工法による小口径管路構築に用いる掘進装置において、駆動軸
を介して掘進機のカッターへ駆動力を伝達する駆動装置を発進基地に設置し、前記駆動軸
は発進基地から掘進機に渡って推進距離の延長に従い順次継ぎ足して接続される単軸とし
、同駆動軸で駆動されるカッターを中央部を回転軸部として上下方向又は左右方向に複数
配設し、各カッターは一文字状の回転カッターで、且つ隣り合う回転カッターを９０°の
角度位相差をもって取付けられてそれぞれ逆回転させるようにしたことを特徴とする小口
径管掘進装置。
【請求項２】
　掘進機に後続する推進用ガイド管が、上下又は左右に泥水を送排するための泥水空間を
それぞれ形成し、同各泥水空間の間に駆動軸を配設する独立した駆動軸空間を形成した構
造である請求項１記載の小口径管掘進装置。
【請求項３】
　推進用ガイド管が、泥水を送排する送泥管及び排泥管を各泥管間に駆動軸空間が形成さ
れるように一体的に並設した断面楕円状で、各泥管に切羽圧力及び送排泥量を制御するバ
ルブをそれぞれ設け、推進用ガイド管を直接送排泥路として利用しながら掘進できるよう
にした請求項２記載の小口径管掘進装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、小口径管掘進装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電力管路等の地中線化工事は、路面上から掘削機（ショベル、バックホー等）と
ダンプ運搬車で開削して管路を埋設し、その後埋め戻して路面復旧を行う開削工法が多く
採用されている。この場合、道路の占用帯の拡大による交通障害の問題、他のインフラ管
路（水道・ガス・通信・下水道等）の切回し工事の増加、近接構造物への影響による家屋
被害、道路構造物の撤去、復旧の増加等で工事の遅れによる施工期間の延長や工事費の増
大、関係各管理者との協議事項の増加、その他一般市民に対して大きな影響を与えている
現状がある。
【０００３】
　このような問題を解決するために、非開削による小口径推進工法の開発が急務である。
現在までに、およそ管径φ２００ｍｍ以下の推進管においては非開削推進工法も存在する
が、掘進装置が非常に小型で強度が低い埋設管に推進力を掛けにくい点、精度管理の方法
が難しい点、施工スペースが大きい点、小口径ゆえに掘進機の掘削効率が悪い点等がネッ
クとなり、工事費の増大等も含めて多くの問題点が解決されていない。また、小口径ゆえ
推進完了後の裏込注入工が行えないため、推進後の地盤の緩みも発生しやすく、将来の地
盤沈下につながりかねない問題もあった。
【特許文献１】特開２０００－１６０９９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、従来のこれらの問題点を解消し、強度が低くて推進
力を掛けにくい埋設管でも推進力の負荷を掛けずに地山内に挿入させ、開削工法より経済
的で且つ周辺地盤や近接構造物に影響を与えることが少なく、しかも効率の高い迅速な管
路の埋設を行うことが可能な小口径管掘進装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる課題を解決した本発明の構成は、
１）　泥水加圧式の二工程推進工法による小口径管路構築に用いる掘進装置において、駆
動軸を介して掘進機のカッターへ駆動力を伝達する駆動装置を発進基地に設置し、前記駆
動軸は発進基地から掘進機に渡って推進距離の延長に従い順次継ぎ足して接続される単軸
とし、同駆動軸で駆動されるカッターを中央部を回転軸部として上下方向又は左右方向に
複数配設し、各カッターは一文字状の回転カッターで、且つ隣り合う回転カッターを９０
°の角度位相差をもって取付けられてそれぞれ逆回転させるようにしたことを特徴とする
小口径管掘進装置
２）　掘進機に後続する推進用ガイド管が、上下又は左右に泥水を送排するための泥水空
間をそれぞれ形成し、同各泥水空間の間に駆動軸を配設する独立した駆動軸空間を形成し
た構造である前記１）記載の小口径管掘進装置
３）　推進用ガイド管が、泥水を送排する送泥管及び排泥管を各泥管間に駆動軸空間が形
成されるように一体的に並設した断面楕円状で、各泥管に切羽圧力及び送排泥量を制御す
るバルブをそれぞれ設け、推進用ガイド管を直接送排泥路として利用しながら掘進できる
ようにした前記２）記載の小口径管掘進装置　
にある。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、一工程目に使用する推進用ガイド管の内部空間をそのまま送泥水や排
泥水の圧送管として利用でき、従来のように専用の送排泥水配管を推進管内に二重に挿入
することがなくなり、推進管路内の使用配管材が不要で経済的となる。また、この掘進装
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置や工法を採用した場合、二工程方式にて本来敷設されるべき埋設管に対し、掘削の終了
した推進用ガイド管に後続の埋設管を引き連れて挿入するため、大きな耐荷力を必要とせ
ず、軸方向耐荷力の低い（薄肉）廉価な埋設管で対応可能となる。しかも、二工程目の埋
設管が挿入される場合、順次地山との空隙を固結充填材で充填するため、地盤の緩みが発
生しにくく将来の地表面沈下の防止が可能となる。このような特徴を持った非開削の効率
的な小口径管掘進装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明は、切羽の安定のための送泥と残土の管内流体輸送に対し、特別な配管を行わず
に推進用ガイド管の左右空間をそのまま利用する装置である。一般的な泥水加圧推進工法
は、推進用ガイド管内に泥水輸送や排泥輸送の専用管を設置するが、そのために推進用ガ
イド管内が輻輳する。本発明では推進用ガイド管内をそのまま送泥管・排泥管として利用
することで多重に配管を行う作業を省略できる。一工程目の推進用ガイド管の構造は左右
の鋼管と上下の鋼板を組み合わせ、左右の鋼管の中央部は５０ｍｍ程度のクリアランスを
設ける。そのクリアランス内に駆動軸・測量スペース・油圧ホース・コンプレッサーホー
ス・照明線等を挿入する。また、切羽の圧力を保持するために、送泥管及び排泥管の内部
に開閉自在のエアーゴムバルブを設け、地山の取り込み過多や地下水の流入を防止する。
また、本来埋設される管路や電線条数が増加した場合、例えば二条では並列推進工法で可
能であるが、四条の電線を埋設する必要がある場合は、上下二段接続した並列の掘進装置
で四条配管の推進を同時に行うことで可能となる。
【０００８】
　埋設する管を並列に複数設置して掘削効率を向上させるために、掘削機のカッターを複
数並設した構造とする。小口径ゆえに先導体の先端は高圧ジェット水を圧送したり、カッ
ターをオーガ方式や面盤式とすることが一般的であるが、本発明では二連推進を行う場合
は三箇所カッターを設け、三連推進の場合は五箇所カッターを設けて掘削効率の向上を図
る。カッターの構造は一文字状の回転カッターを複数歯車状に設置し、隣接するカッター
に接触することなく回転を行う構造とする。
【０００９】
　駆動力は推進用ガイド管の左右の泥水路及び排泥路の空間を使用することなく中間部に
密封空間を設け、その中に回転力を伝達するロッドを順次連結して駆動力を伝達する方式
となる。掘進機後方には自在軸継手を介在して伝達軸を軸着し、駆動心の変化に対応する
。各回転カッターはギアを介在して複数設置するが、駆動軸は発進基地から単軸とする。
曲線施工を行う場合は推進延長上の各所に自在軸継手を設けてフレキシブルな構造とする
。曲線施工の場合は測量方法としては既存のレーダー探査方式を併用する。
【００１０】
　小口径の掘進装置で推進用ガイド管を到達部まで推進させた後電力管等の埋設管を最後
尾の推進用ガイド管に接続し、到達側から推進用ガイド管を引き抜きながら埋設管を同時
に挿入する。その場合、一般的な二工程方式では地山と埋設管との間に口径差による空隙
が生じる。本発明では、空隙部の処理として推進用ガイド管と埋設管の継手部に口径差に
よる注入口を設け、固結充填材を注入しつつ推進用ガイド管の引き抜きと埋設管の挿入を
同時に行う。固結充填材を注入することで将来の地盤の緩みや沈下・沈没が防止でき、地
表面に影響が少ない工法とすることが可能となる。以下、本発明の実施例を図面に基づい
て具体的に説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１～９に示す実施例は電力管の埋設に本発明を適用した小口径管掘進装置の例である
。図１は実施例の推進工法の説明図、図２は実施例の掘削機の横断面図、図３は実施例の
掘削機の正面図、図４は図２のＡ－Ａ断面図、図５は図２のＢ－Ｂ断面図、図６は実施例
の埋設管の断面図、図７～９は実施例の管路構築を示す説明図である。
【００１２】
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　図中、１は実施例の小口径管掘進装置の掘進機、２は外殻、３は回転カッター、３ａは
掘削刃、３ｂは回転軸、３ｃはカッターギヤ、３ｄはセンターギヤ、４は隔壁板、４ａは
送泥口、４ｂは排泥口、５は推進用ガイド管、５ａは送泥路、５ｂは排泥路、５ｃは駆動
軸空間、５ｄはエアホース、５ｅは油圧ホース、５ｆは測量用ターゲット、６は切羽圧力
制御バルブ、７は駆動軸、７ａは自在軸継手、７ｂはガイドギヤ、７ｃは駆動チェーン、
８は修正装置、９は駆動装置、１０は油圧ジャッキ、１１は押輪、１２は残土運搬車、１
３は分離処理機、１３ａは送泥ポンプ、１３ｂは排泥ポンプ、１４は撹拌機、１４ａは注
入ポンプ、１４ｂは注入ホース、１５，１６は固定板、１７は誘導ワイヤー、１８は埋設
管、１８ａは注入口、１８ｂはサドル、Ｇは地山、Ｍは固結充填材、Ｔａは発進立坑、Ｔ
ｂは到達立坑である。
【００１３】
　本実施例の小口径管掘進装置は、図２～５に示すように泥水加圧推進式の装置であって
、掘進機１が断面楕円状の外殻２の前端に送泥口４ａ及び排泥口４ｂが開口された隔壁板
４を介して掘削刃３ａを備えた複数の小径の回転カッター３を並設し、外殻２の後端に同
外殻２の断面形状と同じで且つ隔壁板４の送泥口４ａ及び排泥口４ｂと連通する送泥路５
ａ及び排泥路５ｂを有する推進用ガイド管５を接続し、各回転カッター３を回転させる単
軸の駆動軸７を外殻２内から推進用ガイド管５の駆動軸空間５ｃを通じて発進立坑Ｔａに
渡って配設している。
【００１４】
　先導する推進用ガイド管５は送泥路５ａ及び排泥路５ｂにそれぞれ切羽圧力制御バルブ
６を備え、推進用ガイド管５を前後に分割して分割部分の内側に掘進方向を修正する修正
装置８を取り付け、駆動軸７の推進用ガイド管５分割部分に自在軸継手７ａを設けて修正
角に応じて屈曲するようにしている。各回転カッター３は中央部を回転軸部とした一文字
状で、各回転カッター３を縦横交互に配設し、中央の回転カッター３は駆動軸７と連結し
てセンターギヤ３ｄを軸着するとともに左右の各回転カッター３の回転軸３ｂにカッター
ギヤ３ｃを軸着し、駆動チェーン７ｃで隣接する回転カッター３同士が干渉しないように
連動しながら逆回転できるようにしている。
【００１５】
　また、発進立坑Ｔａには駆動軸７を回動させる駆動装置９を配設し、推進用ガイド管５
の後端を押輪１１を介して押進させる油圧ジャッキ１０を配設し、推進用ガイド管５の送
泥路５ａ及び排泥路５ｂを通じて泥水を送排する送泥ポンプ１３ａ・排泥ポンプ１３ｂを
地上に配設している。
【００１６】
　本実施例では、図７に示すようにまず掘進機１を用いて推進工法により推進用ガイド管
５を発進立坑Ｔａから油圧ジャッキ１０で地山Ｇ内に押進させ、掘進機１の各回転カッタ
ー３で楕円状に削孔しながら順次推進用ガイド管５を継ぎ足して先導の推進用ガイド管５
が到達立坑Ｔｂに達するまで推進させ、発進立坑Ｔａから到達立坑Ｔｂに渡って推進用ガ
イド管５を地山Ｇ内に配置する。
【００１７】
　泥水は送泥ポンプ１３ａで図２に示すように推進用ガイド管５の送泥路５ａを通じて送
泥口４ａから切羽へ送泥され、回転カッター３で掘削された土砂は送泥水と混合撹拌され
た後、排泥口４ｂから取り込まれて流体輸送され、排泥路５ｂを通じて排泥ポンプ１３ｂ
で搬送される。排泥された泥水は分離処理機１３で分離されて残土が残土運搬車１２で所
定位置へ運搬され、回収した泥水を再び送泥ポンプ１３ａで送泥して還流される。
【００１８】
　次に、図８に示すように最後尾の推進用ガイド管５の後端に推進用ガイド管５の送泥路
５ａと排泥路５ｂの口径より小径の２体の電力管をサドル１８ｂで一体に保持した各埋設
管１８（図６参照）を接続し、到達立坑Ｔｂに達した推進用ガイド管５の前端及び各埋設
管１８の後端に固定板１５，１６を介して誘導ワイヤー１７を掛架するとともに、到達立
坑Ｔｂに油圧ジャッキ１０を配設し、地上には固結充填材Ｍを撹拌する撹拌機１４と送り
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出す注入ポンプ１４ａを配設して推進用ガイド管５と各埋設管１８の継手部分に口径差に
より開口された注入口１８ａに注入ホース１４ｂを配管する。
【００１９】
　その後、最前の推進用ガイド管５は油圧ジャッキ１０で削孔から引き抜かれながら最後
端に接続した各埋設管１８が誘導ワイヤー１７で引張されて引抜跡へ挿入される。このと
き、埋設管１８は推進用ガイド管５より小径な為、引抜跡の地山Ｇと埋設管１８との間及
び各埋設管１８間に空隙が生じる。この空隙に前記注入ホース１４ｂで固結充填材Ｍを注
入口１８ａより注入して充填していく。さらに順次埋設管１８の継ぎ足しと固結充填材Ｍ
の注入を並行して繰り返し、図９に示すように地山Ｇ内に並列の小径の電力管が埋設され
る。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
　本発明の小口径管掘進装置は、電力管等の埋設管の強度が低くて推進力を掛けにくい小
口径の管路構築に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施例の推進工法の説明図である。
【図２】実施例の掘進機の横断面図である。
【図３】実施例の掘進機の正面図である。
【図４】図２のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図２のＢ－Ｂ断面図である。
【図６】実施例の埋設管の断面図である。
【図７】実施例の管路構築を示す説明図である。
【図８】実施例の管路構築を示す説明図である。
【図９】実施例の管路構築を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２２】
　　　１　掘進機
　　　２　外殻
　　　３　回転カッター
　　　３ａ　掘削刃
　　　３ｂ　回転軸
　　　３ｃ　カッターギヤ
　　　３ｄ　センターギヤ
　　　４　隔壁板
　　　４ａ　送泥口
　　　４ｂ　排泥口
　　　５　推進用ガイド管
　　　５ａ　送泥路
　　　５ｂ　排泥路
　　　５ｃ　駆動軸空間
　　　５ｄ　エアホース
　　　５ｅ　油圧ホース
　　　５ｆ　測量用ターゲット
　　　６　切羽圧力制御バルブ
　　　７　駆動軸
　　　７ａ　自在軸継手
　　　７ｂ　ガイドギヤ
　　　７ｃ　駆動チェーン
　　　８　修正装置
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　　　９　駆動装置
　　１０　油圧ジャッキ
　　１１　押輪
　　１２　残土運搬車
　　１３　分離処理機
　　１３ａ　送泥ポンプ
　　１３ｂ　排泥ポンプ
　　１４　撹拌機
　　１４ａ　注入ポンプ
　　１４ｂ　注入ホース
　　１５，１６　固定板
　　１７　誘導ワイヤー
　　１８　埋設管
　　１８ａ　注入口
　　１８ｂ　サドル
　　　　Ｇ　地山
　　　　Ｍ　固結充填材
　　　　Ｔａ　発進立坑
　　　　Ｔｂ　到達立坑

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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